
【はじめに】FISH検査技術標準化研究会は、2021年で第
3回目の FISH検査フォトサーベイを向かえた。第 2回は、
サーベイを実施し、回答を参加者に返却した。しかし、

Covid-19の流行によりサーベイ後研修会を行うことができ
なかった。

【実施内容】病理領域は HER2 FISHで 10題と ALK 
FISHで５題、造血器領域は IGH/BCLと IGHで各２題
20細胞について出題した。回答方法は、HER2は陽性・陰
性・境界域・判定不能、ALKは陽性・陰性・判定不能、
IGH/BCL、IGHは 1細胞ごとに典型陽性・陰性・判定不能
と設定した。

【提示スライドおよび使用プローブ】サーベイで使用した

写真は世話人の施設で実際検査された症例をもとに作成さ

れた。プローブはそれぞれパスビジョン HER-2 DNA プロ
ーブキット、Vysis ALK Break Apart FISH プローブキット
を使用した。IGH/BCLは Vysis LSI IGH/BCL Dual Color, 
Dual Fusion Translocation Probeを使用し、IGHは Vysis LSI 
IGH Dual Color, Break Apart Rearrangement Probeを使用した。

【結果】参加数は HER2が 62施設、ALKが 41、
IGH/BCLが 32、IGHが 38施設であり、前回微減であった。
フォトサーベイの平均正解率は、HER2は 86.6%、ALKは
86.0%、BCR/ABLは 95.6%、IGHは 95.3%であった。
HER2では、正解率が 80%未満となる設問が 4題、ALKで
は１題、IGH/BCL2では１細胞と低い設問があった。
【まとめ】正解率の低い問題では、シグナルの読み方や捉

え方、または陽性像に対する理解や認識の不足が考えられ

た。サーベイ後の研修会にて、参加者の考えや意見を吸い

上げ、ディスカッションを行う予定であり、その問題点に

ついて検証した結果を発表報告する予定である。
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